
古
畑
俊
男

（
子
ど
も
の
権
利
）

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
12

号
線
（
緑
中
央
通
り
）
は
、
今

後
整
備
が
進
ん
で
い
く
新
市
庁

舎
と
福
祉
会
館
に
接
道
す
る
。

新
市
庁
舎
と
福
祉
会
館
の
利
便

性
向
上
の
み
な
ら
ず
、
防
災
拠

点
と
し
て
の
重
要
性
か
ら
、
当

路
線
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ

る
。ア

災
害
時
に
お
け
る
市
庁
舎

と
都
市
公
園
等
の
広
域
避
難
場

所
と
直
接
結
ぶ
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
市
の
見
解
は
い

か
が
か
。

イ
当
路
線
の
整
備
は
、
前
原

町
一
丁
目
、
二
丁
目
地
区
の
交

通
ア
ク
セ
ス
向
上
や
、
緑
町
四

丁
目
北
大
通
り
周
辺
の
交
通
環

境
の
改
善
に
資
す
る
。
市
の
見

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

人
体
へ
の
有
害
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
、

多
摩
地
域
及
び
全
国
で
そ
の
関

心
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
国

分
寺
市
を
中
心
と
し
た
周
辺
多

摩
地
域
で
は
、
住
民
の
自
主
的

な
血
液
検
査
な
ど
も
取
り
組
ま

れ
、
し
か
も
血
液
濃
度
の
高
い

結
果
が
出
た
。
そ
の
有
害
性
か

ら
、
不
安
が
払
拭
で
き
ず
、
行

政
に
対
し
て
対
策
を
求
め
る
声

が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
市
と
し
て
独
自
の
対
策
を

行
う
こ
と
及
び
国
や
東
京
都
に

も
市
と
し
て
要
望
し
対
策
を
実

現
し
て
い
く
べ
き
。
ア
報
道
な

ど
で
、
米
軍
横
田
基
地
の
漏
出

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
資

料
の
提
出
や
事
故
の
全
容
な
ど

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
市
公
共
施
設
か
ら
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い
て
、

前
計
画
と
比
較
す
る
と
現
在
の

計
画
の
基
準
年
度
自
体
が
126
％

増
加
し
て
お
り
、
目
標
値
は
137

％
増
で
あ
る
。
削
減
目
標
は
、

14
・
７
％
か
ら
７
％
と
お
よ
そ

半
減
と
、
目
標
設
定
が
下
方
修

正
に
な
っ
て
い
る
。
削
減
の
取

組
強
化
が
求
め
ら
れ
る
今
、
評

価
で
き
な
い
。
説
明
を
。

部
長
　
基
準
年
度
は
直
近
の

年
度
を
基
準
年
度
と
し
て
い
る
。

目
標
値
は
基
準
年
度
に
基
づ
い

た
換
算
と
し
て
い
る
。
削
減
目

標
は
第
二
次
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
計
画
を
も
と
に
市
役
所
分

を
按
分
し
た
。

❷
２
０
２
２
年
度
市
公
共
施

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
介
護
認
定
に
つ
い
て
、
介

護
度
４
が
更
新
申
請
で
介
護
度

１
に
な
る
な
ど
、
軽
度
に
判
定

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
ア
現
状
は
ど
う
か
。

イ
市
雇
用
の
認
定
調
査
員
を
増

員
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ア
軽
度
の
認
定
者
が

多
い
傾
向
に
あ
る
。
イ
委
託
事

業
者
の
協
力
を
得
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

❷
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
「
数
か

月
待
ち
」
と
聞
い
て
い
る
。
日

曜
祝
日
・
年
末
年
始
の
配
食
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
現
状
は

ど
う
か
。
イ
事
業
所
を
増
や
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ア
最
大
５
か
月
待
ち

の
状
況
で
あ
る
。
イ
他
市
の
状

況
を
調
査
し
て
い
る
。

❸
障
が
い
が
あ
る
高
齢
者
へ

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、

障
が
い
者
担
当
と
の
連
携
が
必

要
で
は
な
い
か
。

部
長
　
障
が
い
の
あ
る
高
齢

者
の
支
援
に
努
め
た
い
。

❹
コ
コ
バ
ス
で
の
介
護
保
険

証
の
提
示
に
つ
い
て
、
本
来
の

目
的
と
使
用
方
法
が
違
う
と
介

護
福
祉
課
は
答
え
た
。
カ
ー
ド

発
行
な
ど
の
対
策
を
求
め
る
。

部
長
　
運
用
に
つ
い
て
意
見

交
換
等
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
緑
小
学
校
の
増
改

築
計
画
の
変
更
で
、
学
童
保
育

ス
ペ
ー
ス
や
職
員
室
、
給
食
室

の
新
設
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

最
大
限
保
護
者
等
の
要
望
に
応

え
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

の
情
報
開
示
な
ど
を
含
め
、
立

入
調
査
を
強
く
求
め
る
べ
き
。

イ
血
液
検
査
、
汚
染
の
調
査
や
、

汚
染
の
除
去
に
つ
い
て
実
現
し

て
い
く
べ
き
。
ウ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

規
制
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
て

早
急
に
検
討
を
終
え
、
強
化
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
く
べ
き
。

部
長
　
ア
国
、
都
の
動
向
を

重
視
し
な
が
ら
近
隣
自
治
体
と

も
連
携
し
て
要
望
を
継
続
し
て

い
く
。
イ
現
時
点
で
は
独
自
の

取
組
の
予
定
は
な
い
。
ウ
専
門

家
が
科
学
的
知
見
を
収
集
し
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
見
解
を
述

べ
る
段
階
で
は
な
い
。

■
そ
の
他
、
国
有
地
の
有
効
活

用
と
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
補
助

の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

解
は
い
か
が
か
。

ウ
当
路
線
は
、
小
金
井
市
の

中
心
部
と
し
て
芯
の
あ
る
将
来

の
あ
る
べ
き
姿
を
描
く
た
め
に

必
要
な
都
市
基
盤
整
備
と
考
え

る
が
市
長
の
見
解
は
。

部
長
　
ア
防
災
の
拠
点
と
し

て
、
人
・
物
の
円
滑
な
移
動
を

支
え
る
主
要
な
動
線
と
し
て
の

役
割
は
重
要
だ
と
認
識
す
る
。

イ
当
路
線
が
整
備
さ
れ
る
と
し

た
ら
、
円
滑
に
地
域
交
通
が
処

理
さ
れ
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す

い
生
活
空
間
の
形
成
が
期
待
で

き
る
。

市
長
　
ウ
当
路
線
は
、
現
道

が
な
い
箇
所
も
多
く
、
整
備
の

実
現
性
等
か
ら
事
業
化
の
判
断

は
容
易
で
は
な
い
。

設
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
う
ち
66
・
７
％
が
電
気
、

都
市
ガ
ス
が
29
・
２
％
だ
っ
た
。

小
中
学
校
は
電
気
の
う
ち
35
・

２
％
、
ガ
ス
の
う
ち
50
・
２
％

を
排
出
し
て
い
る
。
ア
教
室
の

温
度
を
測
定
し
て
い
る
が
、
結

果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
イ

健
康
的
で
快
適
な
学
習
環
境
の

維
持
向
上
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
向
上
の
た
め
、
学
校
教
室
の

断
熱
改
修
を
行
わ
な
い
か
。
１

つ
の
教
室
に
150
万
円
程
度
の
経

費
を
要
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

部
長
　
ア
３
校
で
は
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
る
28
度
を
超
え

て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
は
入
れ
て

い
る
が
、
換
気
の
方
法
や
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
に
よ
っ
て
違
う
。

イ
他
自
治
体
の
取
組
を
参
考
に

研
究
し
た
い
。

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

❶
ぺ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス
と
は
、

流
産
・
死
産
・
新
生
児
死
亡
・

人
工
妊
娠
中
絶
な
ど
、
お
産
を

取
り
巻
く
赤
ち
ゃ
ん
の
喪
失
を

い
う
。
本
市
で
は
、
妊
娠
12
週

以
降
の
死
産
が
令
和
３
年
度
は

14
人
、
同
４
年
度
は
7
人
の
届

け
が
あ
っ
た
。
厚
生
労
働
省
の

統
計
で
は
、
12
週
未
満
の
流
産

は
約
15
％
で
、
本
市
の
妊
娠
届

数
か
ら
推
計
し
て
１
年
に
100
～

150
人
が
流
産
を
経
験
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
う
つ
の
発
症

率
が
高
い
等
、
本
人
の
健
康
や

周
囲
に
も
大
き
く
関
わ
る
意
外

と
身
近
な
問
題
だ
が
、
オ
ー
プ

ン
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、

情
報
が
乏
し
い
。
女
性
だ
け
で

な
く
、
家
族
や
周
囲
の
人
の
理

解
も
大
切
な
た
め
、
広
く
市
民

の
理
解
が
必
要
だ
が
、
啓
発
等

に
努
め
な
い
か
。

部
長
　
現
状
で
は
僅
か
な
情

報
の
提
供
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

本
人
以
外
に
周
囲
に
対
す
る
啓

発
も
重
要
。
相
談
窓
口
や
支
援

等
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

❷
災
害
時
の
栄
養
や
免
疫
、

必
要
物
資
の
量
等
を
勘
案
す
る

と
、
母
乳
育
児
へ
の
支
援
が
乳

児
全
体
へ
の
支
援
に
な
る
。
防

災
へ
の
意
識
啓
発
等
、
他
自
治

体
を
参
考
に
本
市
で
も
充
実
を
。

部
長
　
災
害
時
の
不
安
を
取

り
除
く
こ
と
は
重
要
。
他
市
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
関
係

部
署
と
共
に
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
両
親
学
級
・
母
親

学
級
の
拡
充
を
提
案
し
ま
し
た
。

高
木
章
成

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
議
会
費
に
障
が
い
議
員
の

介
助
費
用
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
に
対
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
自
治
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

準
備
状
況
は
。

部
長
　
２
月
10
日
、
11
日
に

子
ど
も
施
策
と
自
治
体
に
お
け

る
子
ど
も
の
意
見
反
映
を
全
体

テ
ー
マ
と
し
て
開
催
。

❷
条
例
策
定
過
程
へ
の
市
長

の
所
見
は
。

市
長
　
市
民
会
議
や
子
ど
も

会
議
な
ど
市
民
の
活
動
が
あ
り

制
定
さ
れ
た
こ
と
は
子
ど
も
の

権
利
が
周
知
さ
れ
理
解
が
深
ま

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

❸
第
５
条
「
子
ど
も
の
権
利

の
普
及
」
に
つ
い
て
市
長
の
課

題
認
識
は
。

清
水
が
く

（
街
の
仲
間
た
ち
）

❶
東
小
金
井
駅
西
側
高
架
下

駐
輪
場
は
上
下
段
の
２
段
式
だ

が
定
期
、
一
時
利
用
共
に
上
段

が
538
台
だ
が
、
利
用
状
況
は
10

台
未
満
で
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
利
用
者
が
使

わ
な
い
の
で
は
な
く
使
い
に
く

い
状
況
。
利
用
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
例
え
ば
上
段
の
使

用
料
の
無
料
化
や
値
下
げ
を
検

討
し
な
い
か
。
使
え
な
い
状
況

を
改
善
す
る
方
策
を
考
え
る
の

が
全
う
で
は
な
い
か
。

部
長
　
無
料
と
い
う
こ
と
は

難
し
い
。
値
下
げ
に
つ
い
て
は

研
究
す
る
。

❷
東
小
金
井
駅
北
口
の
市
の

駐
輪
場
は
通
勤
時
間
帯
、
朝
の

貴
重
な
時
間
に
入
場
列
が
で
き

て
い
る
。
私
は
、
今
困
っ
て
い

る
皆
さ
ん
へ
の
対
応
策
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。
入
場
時
に

行
列
が
で
き
な
い
よ
う
に
入
場

時
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
な
い
か
。

部
長
　
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
始
め
と
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
が
広
が
っ
て
い
る
状
況

も
踏
ま
え
、
利
便
性
の
向
上
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

市
長
　
本
市
が
子
ど
も
の
権

利
を
重
要
視
し
、
子
ど
も
の
権

利
の
日
を
定
め
た
い
。

❹
条
例
を
作
っ
た
の
は
、
子

ど
も
の
権
利
を
あ
る
べ
き
論
で

並
べ
る
た
め
で
は
な
い
。
各
条

文
に
引
き
つ
け
て
政
策
展
開
は
。

部
長
　
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
施
策
の

展
開
を
し
た
い
。

❺
条
例
の
空
文
化
が
危
惧
さ

れ
る
。
権
利
行
使
を
制
約
す
る

規
定
は
無
意
味
、
不
要
で
は
。

部
長
　
削
除
す
る
必
要
が
あ

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

❻
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
成
果
と
課
題
は
。
相

談
・
救
済
、
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
の
取
組
と
成
果
は
。

部
長
　
総
合
的
な
推
進
を
指

し
て
い
る
。

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
生
涯
に
わ
た
る
体
の
健
康

の
保
持
、
増
進
に
大
き
く
寄
与

す
る
歯
と
口
腔
の
健
康
に
関
し

歯
科
医
療
と
口
腔
ケ
ア
の
更
な

る
充
実
が
必
要
。
ア
口
腔
ケ
ア

が
健
康
維
持
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
現
状
の
判
断
は
。
イ
第

３
期
小
金
井
市
保
健
福
祉
総
合

計
画
（
案
）
に
、
生
涯
健
康
に

歯
と
口
腔
ケ
ア
が
貢
献
し
て
い

る
現
状
の
記
述
を
明
記
す
べ
き
。

ウ
歯
科
口
腔
推
進
条
例
制
定
を
。

部
長
　
ア
歯
科
口
腔
保
健
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
周
知
啓
発

に
努
め
る
。
イ
内
部
で
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ウ
条
例

を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
。

❷
女
性
消
防
団
員
の
募
集
を
。

ア
現
状
と
課
題
は
。
イ
本
団
付

き
の
広
報
部
門
と
し
て
の
活
動

は
。
ウ
各
団
に
所
属
し
た
活
動

に
移
行
す
る
際
の
課
題
は
。

部
長
　
ア
団
員
の
意
向
を
十

分
に
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

詰
所
施
設
の
整
備
や
活
動
制

限
・
統
制
等
課
題
解
決
に
努
め

て
い
く
。
イ
本
団
付
き
と
し
て

受
け
入
れ
た
後
の
分
団
へ
の
配

置
替
え
等
継
続
し
た
検
討
が
必

要
。
ウ
分
団
長
会
議
で
協
議
が

な
さ
れ
て
い
る
。

市
長
　
女
性
消
防
団
員
導
入

に
向
け
、
機
運
が
醸
成
さ
れ
て

き
て
い
る
の
で
、
消
防
団
長
と

も
協
議
を
行
い
、
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
保
育
指
針
に
明
記

さ
れ
て
い
る
保
育
参
加
を
一
日

保
育
士
体
験
と
し
て
実
施
し
な

い
か
質
問
し
ま
し
た
。

歯
科
医
療
、口
腔
ケ
ア
が

市
民
の
健
康
を
守
り
ま
す

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の
対
策
を

米
軍
横
田
基
地
の
調
査
を

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
12
号
線

の
整
備
に
つ
い
て

ぺ
リ
ネ
イ
タ
ル
ロ
ス
へ
の
理
解

と
支
援
を
／
乳
児
と
防
災

介
護
・
高
齢
者
支
援
の
充
実
を

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
と

学
校
教
室
の
断
熱
改
修
を

東
小
金
井
駅
周
辺
の
自
転
車

駐
輪
場
の
今
と
、こ
れ
か
ら

子
ど
も
の
権
利
条
例
の

成
果
・
課
題
に
つ
い
て

通勤時間帯の入場時に行列が発生し
ている東小金井駅北口駐輪場
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